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背景



日本全国に広がる「水と緑」の再評価

水辺を都市の資産とする動きは全国に広がっている



「大阪の河川水質が昔と比べて
良くなっている」ことは周知の
事実。
しかし、近づいた時の「にお
い」は？見えない不快感を検証
する。

市民が川に親しみを持てる空間
づくりへの示唆を得る。

動機と疑問：数値上の「きれい」は、感覚的な「快適」か？

研究の動機 疑問



調査対象：大阪の都心を巡る「水の回廊」
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調査方法

COD値 透視度 臭気

有機物の量を測定。数値
が小さいほど水質が良い

水の透明さを測定。
数値が高いほど水が綺麗

ニオイセンサーPOLFAを
使用し、数値を記録



2025年度 COD値



2025年度 透視度



2025年度 臭気



時系列（COD値，透視度）
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ふれあいの水辺で臭気が
大幅に改善

2025年の平均値は284.7となり、前
年の344.3から大きく低下しました。

時系列（臭気）



2011年度と2023年度のCOD値増減

大阪湾沿岸部（泉
州地域）では改善
傾向が見られる一
方、内陸部ではや
や悪化している地
点が散見される



COD値 時系列推移

COD値6.7以上の地点数は減少傾向
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